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1） MetaMorph簡易手順書を作成しました。 

MetaMorphの多次元ﾃﾞｰﾀ取得機能を用いた簡易取り込み用手順書を作成しました。下記のような手
順に沿って設定を進めていくことで、画像データ取得を行う諸設定を設定していくことが可能です。是非、

納品時や取扱説明時にご活用下さい。 
 
      ＜全体のフローチャート＞                  ＜手順の一例＞ 

   
        

2） Meta Imaging System Manual Ver2.1のご案内 
Meta Imaging System Manual が Ver2.1 に更新されました。 

主な更新内容は下記になります。 

･ ｱﾅﾛｸﾞ CCD ｶﾒﾗ用取り込みﾄﾞﾗｲﾊﾞ － FlashBus Apectrim のマニュアルを追加 

・ Measure menu / Journal menu / Apps menu への PDF ﾃﾞｰﾀ追加 

･ Mosaic Targeted Illumination / MicroPoint Targeted Illumination の追加 

・ Mosaic Targeted Illumination の動画マニュアルを追加 

･ FRET ﾏﾆｭｱﾙ / FAQ / Sales Note の追加 
 

3） ピエゾの仕様変更について 
従来までの LVDT 型 PiFOC が販売中止になります。それに伴い、今後は SGS型となります。概観や形

状は全く変更はありませんが、繰り返し精度が2倍程度向上します。今後の納品物からセンサーゲージ

タイプに変更になります。 

（コントローラ等の型番も変更になりますので、ご注意下さい。） 
 



4） 新商品の紹介 （照明ランプハウス） 
下記の商品を取り扱うことになりました。 

 
＜主な仕様＞ 
LEDの切り替えにより、励起光を変更可能 
光源の調整が容易（ランプ・バルブの変更が容易） 
LEDライトの保証期間は、３年（10,000時間） 
ND ﾌｨﾙﾀｰや励起ｼｬｯﾀ―（物理的なｼｬｯﾀｰ）が必要ありません。 
 
お問い合わせは、各営業担当へご連絡下さい。 
 
 
 
 
 

 

5） デジタル I/O ボックスの紹介 
近年、MetaMorph、MetaFluor ともに AC ｽｲｯﾁｬｰ機能や Input/Output 等による外部周辺機器とのやり

取りが多く見られます。 

そこで、NMDC としては下記のような仕様で「デジタル I/O ボックス」を作成致しました。 

定価 ￥400,000－ 
 
主な仕様として 
１． ACスイッチャー機能 
   100～240Vの入力に対して入力と同じ電圧で出力（２チャンネル、背面） 
   マニュアルモードと外部制御モードの切り替えが可能 
   BNC端子に入力される TTL信号で電源出力の On/Oｆｆ切り替え（LED点灯により確認可能） 
２． I/O部の機能 
   コンピュータのポラレルポートとデジタル I/Oボックスの 25pinコネクタを接続 
   入出力用の BNC端子と他の機器を接続して TTL信号の入出力が可能 
   （Input 5チャンネル、Output 12チャンネル、TTLの High/Lowを LED点灯により確認可能） 
 

    ＜前面＞ 

   ＜背面＞                              
 
またこちらのユニット以外にも、お客様のニーズに合わせた信号系ユニットを、作成・納品しております

のでお気軽にご相談下さい。 

 



6） 新商品の紹介（水銀光源ランプハウス） 
下記の商品を取り扱うことになりました。 
 

＜主な仕様＞ 

100W 水銀ランプで保証は、1500 時間 

340nm から 650nm の範囲が可能 
特に UV域の励起光に対して高いパフォーマスンス 
120W のメタハラよりも明るい光源を提供 

5 段階で、ND を設定可能 

液晶モニターで状態を表示 

 

お問い合わせは、各営業担当へご連絡下さい。 
 
 
 
 

7） Journal の紹介 
Chamlide インキュベーションシステム付属コントローラは、外部読み出しポートが標準で用意されており

ます。MetaMorph の Journal 機能を利用することで、多次元データ取得中に温度グラフを作成したり、あ

るいは、取得済みデータセットから温度グラフデータの構築、データ読み出しなどが可能です。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 Timelapse中の温度情報を MetaMorphで読み取るよう設定します。 
 

    
グラフを表示しながら Timelapse を実行することも可能です。 

 
 

以上 


